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代表取締役社長 赤須 洋一郎

私たちを支えてくださる皆様のおかげで仕事も順調に進み、早いも
ので今年ももう残りわずか１ヶ月となりました。仕事納めに向けて精
一杯努めて参ります。
さて、今年2017年は皆さまにとってどのような年だったでしょうか。
弊社や私自身にとっては少し成長を感じられた年でした。
徐々にではありますが、2～3年前から新しいことにチャレンジして
きた事柄が今年になってようやく実を結んできたところです。
新規卒業の学生採用や、社員に対して始めた経営方針説明会、外国
企業との直接取引、IT分野への資源集中、その他新しい分野での新規
業務など今まで行ってこなかった仕事が成果や目標という形で少しず
つ見えるようになりました。（また、私事ではありますが、健康管理
の目的で始めたウォーキングがマラソン5km大会に参加できるまでに
なりました…。）
ところで先日、東京モーターショーへ行って参りました。
そこで感じたことは、見学者に興味関心を持たせるメッセージ性の
大切さでした。各ブランドごとに特徴や違いがあるのはもちろん、出
展されたコンセプトカーはその会社が何をしたいのか、どうなりたい
のか一目で理解させる強さがありました。
一方で21世紀のビジネスでは「見えない、聞こえない、触れない」
ものの重視と言われているそうです、VRのようなサービスはその類
いかも、ですね。
多種多様な商品やサービスであふれかえる時代ですが、この会社は
何をしたいのか？またはどんな会社になりたいのか？過剰な時代だか
らこそ、その点をお客様に理解してもらうことはとても大切な気がし
ます。
弊社は今年12月期で決算を変更することにしました。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。



コンプレッサー外し

テールランプ外し

「自動車リサイクルの現場から」を主なテーマとして、
読者の皆様にお伝えすることとなりました。その第1回と
して、弊社ひたちなか工場の工場長、飛田 幸輝さんに登場
してもらいました。
ひたちなか工場は今から遡ること12年、現場社員2名・

モンキーレンチ2本・自動車2台でオープンしました。
2が並んだこの日のことは、今でも忘れられないそうです。
きっと言葉には出来ない想いがあったのでしょうね。
あれから12年が経ち、工場長は「沢山の方々にご指導を

頂きながらここまで来れたことに、深く感謝しています。
社員をはじめ、廃車を出してくださるお客様にも恵まれ、

さまざまな深い経験をさせてもらっています。」と語っておりました。創立当初から携わっている経験を若い社員に伝えるこ
との難しさを感じると同時に、今の時代に合った指導を模索しながら自動車リサイクルを高度化していきたい！と朴訥ながら
も熱い想いを秘める工場長でした。
これからも頑張れ、飛田工場長！

東京五輪による再開発向けが本格化してきました。メーカーは鋼
材製造の為、フル操業の状況にあり、国内向けの供給を優先する形
で稼働しています。電炉粗鋼生産の増加に伴い、鉄スクラップ需要
が高まり、国内相場を上昇させています。また、アメリカ鉄スク
ラップ市況に底入れムードが強まっていることから、ベトナムや台
湾等が日本からの調達に着手する可能性もあり、海外での動きも変
化が見られます。

鉄
相
場

ひたちなか工場の清水です。今回は、工場の大きな柱となる業務を行っ
ている国内部品課を取材して参りました。改めて知る一面も多く、再発見
の連続でした！それでは、ご覧下さい。

Q1. 作業中、気を付けていることはありますか？
A1. 第一に丁寧な作業を心がけています。外して初めて分かる内部の

ダメージもあるので、見落としがないよう注意を払っています。
車種により外し方も様々なので、知識と経験を活かし的確に作業
しています。

Q2. 1日にどれくらいのリサイクル部品を生産していますか？
A2. 平均50～60個の部品を生産しています。エンジンやミッション

関係の部品も生産しています。良質なリサイクル部品を少しでも
多く皆様にお届けできるよう、日々の業務に励んでいます！

Q3. 最後に一言お願いします。
A3. 近年ハイブリッド車や電気自動車が増えているので、時代と需要

に合わせた知識を勉強しています。旧車などの廃番部品も、需要に
答えられるよう努力しています。よろしくお願い致します。

今後もリサイクル部品の活躍に期待が高まりますね！
次回は国内部品課で生産したリサイクル部品の検品作業現場を取材予定で
す。乞うご期待(^^♪



桜川市にて古代より信仰を集めたお寺
を参拝させていただきました。
この雨引観音 楽法寺は用明天皇2年

(587年)創建にして、本尊は延命観世音
菩薩と申し、安産、子育、厄除の霊験あ
らたかなるお寺です。奈良時代の初期聖
武天皇の妃、光明皇后が安産祈願をした
事で有名です。この高貴な御方は正倉院、
薬師寺等関係が深く慈悲深い事で有名で
す。当時は疫病が多く大変な死者が出た
為、信仰深くこの寺を護持されたと思わ
れます。現在は真言宗ですが、私的に歩
いてみると、長年神仏混淆であった痕跡
が見られます。
11月初旬でしたが七五三参拝でたく

さんの人が参詣していました。将来の夢
を託した子供さんが大変可愛いと感じま

した。 K . A k a s u

当社の3つ折りパンフレットも設置頂いております！

社員紹介

つくば店の飯島です。私が今回ご紹介するお店は、
自然に囲まれたちょっと隠れ家の様な「そばの里奴庵
(やっこあん)」さんです。そば粉100％に地下水で作
る十割そばで、おそば本来の風味を味わうことができ
ます。
平日の日替わり「とくとくランチ」が人気ですが、

他にも丼が選べるセットもオススメだそうです。味噌
田楽が食べられるのも嬉しいですね。
是非足を運んでみてはいかがですか？

当社の『働くお母さん』をご紹介します。今月は、
PDI事業部 内部統制室の鈴木 克子さんです。
パソコンが堪能で、とても頼りになる彼女ですが、

中学2年生の男の子のお母さんでもあります。小学
生の頃からサッカー選手を目指している息子さんを、
旦那様と2人3脚で一生懸命支えています。中でも食
事に関しては所属するサッカーチームからも指導が
あるため、毎日頭を悩ませながら頑張っているそう
です。「大変ですが、日に日にたくましくなる息子
を見て、家事も仕事もやりがいを感じます。」と
語っていました。話を聞きながら「私も克子さんの
料理を食べてみたい…」と強く思う筆者でした。

(上)ある日の夕食・お手製チキンカツ
食べ盛りなので、息子さん1人で鶏むね肉2枚を
ペロリと食べてしまうそうです！

そばの里 奴庵
茨城県つくば市上原
389-5
TEL 029-836-7888
http://yakkoan.jp

平成29年8月1日入社

ELV事業部
ひたちなか工場
国際営業課 貿易Gr

なかの ひでと
中野 秀人

まだまだ分からないことが沢山ありますが、上司や
先輩から多くのことを学び、事故や怪我をしないよう
一生懸命頑張ります。よろしくお願い致します。

趣 味 車、ドライブ
好きな食べ物 ラーメン
嫌いな食べ物 無し



〒310-0801 水戸市桜川一丁目8番29号
TEL：029-300-2525 FAX：029-300-2424

ホームページもご覧ください。
http://www.carepo.jp/

ご意見・ご要望も
お待ちしております。
mitohonbu@carepo.jp
（担当：広報委員会）
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〒310-0826 茨城県水戸市渋井町588-9
TEL：029-291-3336 FAX：029-291-3338

●ひたちなか工場 自動車買取
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TEL：029-264-2929 FAX：029-264-2424
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我が地元水戸市において昨年から始まった市民マラソン、その
名も「水戸黄門漫遊マラソン」。歴史ある水戸市とマラソン人口
増加のお陰もあり、全国から沢山のランナーが集まりました。
TVドラマ 日曜劇場「陸王」の影響もあるのでしょうか。
今年はそのランナーとして、カーレポからも初参加致しました。

代表の赤須洋一郎をはじめ、本社から２名、ELV事業部から１名
合計４名で水戸の町5kmを駆け抜けました。
朝から台風の影響で雨が降っていましたが、ランナー達はお構

い無しといった様子で、周りの応援にも励まされ、きっちり完走
致しました。皆、満足した笑顔が印象的でした。
数年後にはフルマラソン完走を目標に掲げ、走り出したカーレ

ポマラソン部をよろしくお願い致します！

『コスモスの道』
撮影：ELV事業部 国内部品Gr 渡邊 貴宣
カーレポ水戸店から車で2分、水戸市渋井町の
上大野市民運動公園付近にあるコスモス畑です。
コスモスが150mほど、道のように長く連なって
います。これほど規模の大きいコスモス畑は圧巻
です。


